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小児がん研究開発と小児がん中央機関の在り方

• 小児がんの「診療」と「研究」は密接に関連している
-診療の進歩には、基礎研究・臨床研究での研究開発が必須

• 現在の小児がん中央機関の在り方の課題
-小児がんの研究開発に対する支援が不十分

• 中央診断・検体保存にかかわる体制への支援が十分にできていない

• 財源そのものの金額が不足している

-成育と国がんの役割が区切られている
→互いの利点を生かした連携体制が望ましい

• 小児がん研究開発の「プラットフォーム」を支える「基
盤」の役割を小児がん中央機関が果たすことが有用
-臨床情報（長期フォローアップを含む）の収集

-検体収集と組織プロセッシング／検体保存

-研究支援→診療への導出



ゲノム関連研究①：JH研究費
「小児・AYA世代のがん患者の全国ゲノム診断プラットフォーム

の構築と長期サバイバーシップ支援に関する研究」



ゲノム関連研究②：全ゲノム解析等実行計画

• 100,000 Genomics Project
-英国保健省が2013年に設立した”Genomics England”
により10万人の患者（希少疾患・がん）および家族から
ゲノム情報を取得する。

-ゲノム医療の早期の研究開発および商業化
• アカデミアの研究、産業界との共同研究

-2018年末に10万人を達成

• 全ゲノム解析等実行計画



全ゲノム解析等実行計画
• 2019年12月に実行計画（第1版）を策定

• 目的
-全ゲノム解析等は、一人ひとりの治療精度を格段に向上さ
せ、治療法のない患者に新たな治療を提供するといったが
んや難病等の医療の発展や、個別化医療の推進等、がんや
難病等患者のより良い医療の推進のために実施する。

がん
 罹患数の多いがん・

難治性がん
 希少がん

（小児がんを含む）
 遺伝性のがん

（小児がんを含む）

難病
 単一遺伝性疾患

（筋ジストロフィー等）

 多因子疾患
（パーキンソン病等）

 診断困難な疾患



https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai4/siryou1.pdf

JCCG・中央機関/拠点病院・学会と連携した
「オールジャパンでの小児がんゲノムの”ワンチーム”」

が必要



ゲノム解析関連の情報

• 診療と研究は密接に関連している
-研究を支援できるプラットフォームを、オールジャ
パンで構築することが有用ではないか

• 小児がんパネル検査の実装をめざした研究が予
定されている

• 全ゲノム解析等実行計画が策定されている
-小児がんが対象として明記されている


